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As seen in revision content of the Day Nursery Guidelines, nursery teachers are
 
required not only for child-care, but also for support to families raising children;their
 
advancement of qualification and high specialty are required more than ever. Approach
 
in coursework aiming at integration of the theory and practice is made at training schools
 
for nursery teachers. And for students who have not had actual relationship with infants
 
in current society of fewer children,meaning and idea of the nursery training are very
 
important on the grounds that they provide opportunity to students for directly relating
 
with young children under3years old. This study therefore primarily purposed to illust-
rate the actual condition including how much and what kind of infant-care experience the
 
students of nursery teacher training course have in nursery practical training at day care
 
centers. Aimed at Nursery Practical Training I this time,this study embodied substance
 
of the experience,and conducted analysis and inspection on especially formidable experi-
ence among discoveries of each student after those experience.









































































































































































































































































































































? 一緒に室内遊び 169 95.5
? 寝かしつけ 167 94.4
? 一緒に園庭遊び 163 92.1
? 着替え 156 88.1
⑦ おむつ替え（紙のパンツ式） 135 76.3
? 読み聞かせ 122 68.9
? 手遊び 118 66.7
? 紙芝居 112 63.3
? 園外散歩 92 52.0
⑤ 離乳食の食事補助 85 48.0
? トイレで排泄の補助 75 42.4
⑥ おむつ替え（紙のテープ式） 72 40.7
? 顔の清拭 59 33.3
? 保護者とのかかわり 56 31.6
? 連絡帳 41 23.2
⑨ オマルで排泄の補助 38 21.5
? 検温 38 21.5
? 身体測定 33 18.6
② 授乳（粉ミルク） 24 13.6
④ 哺乳瓶での水分補給 18 10.2
⑧ おむつ替え（布おむつ） 18 10.2
? おんぶひも 12 6.8
? ケガの手当て 9 5.1
? その他 9 5.1
? 横抱っこ 6 3.4
① 調乳 5 2.8
? 体の清拭 4 2.3
? 与薬 2 1.1
③ 授乳（解凍母乳） 0 0




























































































































































































































































































































その他 援助全般 （35） どこまで手をかしていいかの判断（18）、必要以上に援助をしすぎない
発達による違いや個人差の大きさ（５）、見分け方
やって欲しいこと、援助のタイミングや仕方がわからない（４）
一人一人のリズムに合わせること
次の行動へとスムーズに移すこと
短い間に名前を覚えること
生活習慣を教えること
常に全員を見ること
子どもがどこにいるのか把握すること
落ち着きがない子への対応、すぐにどこかに行ってしまう（２）
保護者に連絡すること
配慮 （１） アトピーの子に対する配慮
保育士 （２） 食事場面での保育士の行動に戸惑い
先生とのコミュニケーションが難しい
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き・ぐずり」「人見知り」、以上の下位カテゴリー
に分類された内容を総合して、上位カテゴリ 「ー子
どもとの関わり」についての記述は合計272件と非
常に多く、人見知りの原理や泣くという表現にあ
る乳児の気持ちや状態など、心理的な解釈からの
乳児理解に関する説明も引き続き授業で行ってい
く必要があると強く感じた。
また、言葉の発達にも関連しているが、友達と
のおもちゃの取り合いや、手をあげてしまったり、
嚙みつきに関する記述も多く見られ、そのような
場面でどのように対応したらよいのか、また言葉
かけの仕方などでも苦労したようである。
乳児の行動は思いもよらない方向に急に展開す
ることもあるため、安全面の確保及び危ないこと
をしたときの注意の仕方についても気をつかって
いる様子が伺える。
?保育の内容」についても食事の援助で苦労し
た点、特に「食事がなかなか進まない」「食べない」
「好き嫌いがある」といった内容が細かくあげら
れている。どうしても食べさせないといけないと
いう焦りさえ感じているようだ。食事が楽しく進
められるような言葉かけの必要性についても記述
が見られた。
おむつ替えについても、着替えについても、そ
してもちろん食事の場面でも、なかなか思うよう
に子どもたちは「じっとしていてくれない」から
実習生にとっては援助が大変になっているようで
ある。このあたりは、教室で行う乳児の人形を使っ
ての模擬体験からは想像できなかった現実を理解
したであろう。
?子どもを寝かしつけることが本当に大変だっ
た」と記述した学生は、その状況を以下のように
補足説明している。
『０・１歳児34名の午睡、お昼寝のときの背中
トントンの量……、子どもの人数が多いので子
どもの左右からとかではなく腕を伸ばして４、
５人にトントンして寝つかせ、寝ついたら、自
分が移動して、また違う所でトントンしていた
こと。子どもが寝やすいリズムをうってあげる
ことも勉強になりました』
他にも「０・１歳児のトイレ、お着替え補助、
支援」について、
『時間差でトイレへ誘導するものの、やはり34
名と人数も多いので、流れをスムーズに考慮し
つつもトイレの時間の補助、おむつ替え、ズボ
ンをはくときの洋服の名前チェックしながらの
支援やほめながら自立を促す支援を同時に行う
など、いろいろな所にアンテナを集中して張ら
せることが大変でした』
と述べている。
この感想にもあるように、子どもの保育を行う
ことは、一つの行動に限られるわけではない。ま
た、これが正しい、というやり方が決まっている
ものでもなく、基本的な理論をもとにして保育者
が子どもとともに創り出していくものである。そ
してそれは一人で行うことではなく、保育者たち
のチームワークによりそれぞれの特性を活かしな
がら全体としての力を発揮するのであろう。
保育を進めるうえでの柔軟性は、基礎理論をよ
く理解したうえで、実習の場で示される保育者の
保育の進め方をよく学ぶことで身につけられるの
かもしれない。今回、多くのことに困惑し、大変
だったという経験は非常に意味のあることで、そ
のことに対し、一つの答えを求めるのではなく、
広い角度から物事を捉える視点の必要性を学生が
感じたならば、それは大きな糧を得たといえよう。
５．おわりに
保育実習は乳幼児と直接関わりを持てる貴重な
機会であるが、実習期間や時間等の制約も大きく、
それだけで十分な実体験ができているわけではな
い。しかし、短期大学の保育士養成課程において
は、高校を卒業後わずか２年で保育の現場に出て、
子どもたちからは「先生」と呼ばれる立場になり、
大切な子どもたちの命にさえ関わる責任のある仕
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事であることはいうまでもない。前述の乳児保育
に関する配慮事項や３歳未満児の保育に関する配
慮事項からも、特に養護的側面の重要性が理解で
きる。
養成校の授業においては、「乳児保育」の講義及
び演習に限らず、例えば「保育原理」「小児栄養」
「小児保健」「発達心理」「幼児文化」といった他
の関連科目との連携が不可欠である。様々な方向
から総合的な子ども理解がなされるよう、授業担
当者間の授業内容等に関する情報交換をはじめと
する日頃からの連携について積極的に取り組む必
要があると再認識した。
学生の学力低下や生活体験の乏しさ、外遊び体
験の減少等、マイナス要素は数多く挙げられるが、
先にも述べたように、保育士の資質はこれまで以
上に高い要素が求められている。教室と保育室と
を繫ぐ、養成校と保育現場を繫ぐ役割は養成校の
教員に課せられた使命でもある。様々な授業の中
で「実習前指導」及び「実習後指導」のような内
容が含まれることで、学生の実習体験学習が理論
と実践の統合に向けて更に深い意味を持つように
なるのではないだろうか。
保幼小の連携の必要性が強調され、そして幼稚
園教育要領の改訂に伴って行われた今回の保育所
保育指針の告示化からも明らかなのは、子どもの
育ちや学びは連続しているということである。発
達過程においても「おおむね」という表記が付け
られたのは、一人の子どもが必ずその月齢や年齢
に見合う発達をするわけでなく、区分の違いを速
い・遅いの尺度とせず、発達のプロセスそのもの
を重要に捉えることを強調している。保育所での
生活や遊びの発達は小学校の生活や遊びにも繫
がっていくのである。また「おおむね」と同様に、
学校教育法第22条に示されている「適当な」環境
という表現についても、柔軟性や場に応じた的確
な対応など、保育者個々の創意工夫が求められて
いることがわかる。保育士の自己の保育に対する
反省・評価、そして研修等を通しての自己研鑽が
専門性を向上させることになる。子どもの育ち・
学びが連続性を持つように、保育学生の育ち・学
びも授業・実習、そして保育士として現場に出て
からも先、連続している。養成課程における一つ
の授業であっても断片的に捉えるのではなく、学
びの連続の一環としての視点で展開していくこと
が重要であると本研究からの示唆を得た。従って、
実習を終えて２年次に進級してからの乳児保育演
習の授業では、実習中に学生が体験したことの情
報交換の場を設けたり、大変だった、困ったこと
について振り返る時間を設けるなど、具体的な対
応についても学生間で話し合うことを行った。更
に必要な助言等は授業の中で事例を基に付け加え
ることにした。実習前と後では、学ぶ学生の姿勢
も違うように感じられ、なぜ学校で保育の理論を
学習する必要があるのか、その意味を見出したよ
うである。
今回は保育実習Ⅰのみをその対象としたため、
その後行われる保育実習Ⅱ及びⅢでの体験内容に
ついては、今後追跡調査ならびに分析を行ってい
きたいと考えている。また、幼稚園での教育実習も
含めて、総合的な実習による体験学習を通しての
乳児理解・子ども理解についても探っていきたい。
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